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要 旨

島根大学教育学部附属学園では2019年度より, ｢未来創造科｣ を学校設定科目として設定し,

指導にあたっている｡ 未来創造科のカリキュラムは附属幼稚園の２年間と附属義務教育学校の

９年間を合わせた11年間にわたり, 複数の発達段階を縦断するものとなっている｡ 2019年度か

ら2021年度にかけて, 本学園では, 未来創造科の科目目標に基づいて11年間の一貫した指導

(と評価) を実現するための三つの枠組み (｢教育内容の枠組み｣, ｢評価の枠組み｣, ｢学習過程

の枠組み｣ を作成した｡

[キーワード] 未来創造科 探究的な学び 縦断的カリキュラム 指導と評価

Ⅰ はじめに

１. 学校設定科目 ｢未来創造科｣ の趣旨

島根大学教育学部附属学園では図１の教育目標のもと, 未来をたくましく生きる子どもの育

成を目指し, 日々の教育活動に取り組んでいる｡

この教育目標の実現に向け, 2019年度からの島根大学教育学部附属小学校および附属中学校
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＊島根大学教育学部附属義務教育学校
＊＊出雲市立今市小学校

＊＊＊松江市立湖南中学校
＊＊＊＊島根大学教育学部附属幼稚園

＊＊＊＊＊島根大学学術研究院教育学系
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の島根大学教育学部附属義務教育学校への移行に際し, 本学園では, 総合的な学習の時間を中

核として, 新たに学校設定科目として未来創造科を設定した｡ 本科目は, 教科学習と連動した

体験型・探究型の授業であり, これからの時代に必要とされる資質・能力の育成と, 確かな学

力につながる新しい ｢ふるさと教育｣ (地域のひと・もの・ことを活かした教育活動) のモデ

ルとなるものとして構想された｡

教育目標

〇新しい時代を切り拓き, 社会に貢献しようとする子どもの育成

確かな知識を基盤とした優れた判断力・行動力をもち, 協働して豊かな社会の実現

に果敢に挑戦しようとする｡

〇豊かな感性を育み, 創造的に探究しつづける子どもの育成

人や事象のもつさまざまな価値や本質をイメージ豊かにとらえ, 知的好奇心をもっ

て学び, 探究し続けていこうとする｡

〇人とのかかわりを大切にし, 共に伸びていく子どもの育成

自他のよさと可能性を尊重し, 支え励まし合いながら, よりよい人間関係と自己の

伸長を図っていこうとする｡

図１ 島根大学教育学部附属学園の教育目標

来創造科の科目の趣旨は, ｢主体的に課題を見つけ, 様々な他者と協働しながら 『答え』 の

ない課題に粘り強く向かっていく資質・能力・態度 (論理的思考力, 想像力, 問題解決力, コ

ミュニケーション力, 学習意欲, 感性等) を育成し, 地域の未来を担う人材育成に資する｣ こ

とである｡ このことを踏まえ, (１) 附属幼稚園では, 幼稚園教育要領に示された ｢幼児期の

終わりまでに育ってほしい姿｣ を基盤としながら探究的な活動の素地を養うことを目指し,

(２) 続く義務教育学校前期課程 (１年生～６年生) においては ｢各学年の教科・領域で学ん

だこと｣ を関連させながら, 子どもに日常生活や身近な地域や社会に目を向けさせ, 自ら課題

を設定して探究的な活動に取り組ませること, そして (３) 義務教育学校後期課程 (７年生～

９年生) では各学年の教科・領域で学習した内容を活用させたり, フィールドワークなどを通

して地域課題の現状を把握・分析させたりすることで, 地域を ｢住みたいまち｣ にするための

未来志向的課題解決に取り組ませ, その成果を地域に発信させる, というカリキュラム設計の

大方針が定められている｡

前述のとおり, 本学園の未来創造科は2019年度より実施されているが, 当初の約２年間は附

属義務教育学校および教育学部の教員により組織された ｢未来創造科ワーキンググループ｣ が

その計画立案を担っていた｡ その後, 2020年度末に島根大学教育学部の教授会おいて ｢教育学

部未来創造科運営委員会規程｣ が承認され, 2021年度より教育学部附属幼稚園および附属義務

教育学校の教諭と教育学部教員とが未来創造科の運営について協働して取り組む体制が整えら

れた｡ 本稿では2019年度から2022年度現在にかけての未来創造科のカリキュラム開発・実施の

歩みをまとめる｡ これにより, 今年度から６年間 (2022～2027年度) の国立大学法人第４期中

期目標期間における未来創造科の取組の基盤を明確にし, 今後のさらなる教育実践の推進を目

指す｡ なお, 2021年度末の未来創造科運営委員の一部が本稿の執筆にあたっている｡
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２. 未来創造科の目標：総合的な学習の時間の目標との関連から

未来創造科の目標の作成にあたっては本学園の教育目標に根ざした未来創造科の科目の趣旨

を踏まえ, 中学校学習指導要領 (文部科学省, 2017a) における総合的な学習の時間の目標を

改変する形を取った１)｡ 具体的には, (１) 総合的な学習の時間の目標の中で未来創造科にお

いて特に重点的に扱う部分の焦点化, (２) 総合的な学習の時間の目標を拡張した未来創造科

独自の視点の追加という二つの改変を行った｡ 以下が未来創造科の目標の本文である｡

【目標】

探究的な見方・考え方を働かせ, 地域や社会が直面する課題に取り組む未来創造科の学習を

通して, 創造的な問題解決や未来志向的な構想・提案に携わることで, 自己の生き方や社会の

あり方を考えることができるようにするために, 以下の資質・能力を育成する｡

(１) 地域や社会が直面する課題をテーマとした探究的な学習過程において, 課題の解決に必

要となる知識及び技能を身につけるとともに, 課題が生じる背景を捉えることができる｡

(２) 地域や社会が直面する課題の解決に向けて問いを立て, その解決に向け, 試行錯誤し,

探究の成果を地域や社会に対して発信・表現することができる｡

(３) 地域や社会が直面する課題をテーマとした探究的な学習に主体的・協働的に取り組むと

ともに, 互いのよさを認めたり活かしたりしながら, 地域や社会の未来を担うための行

動を創造的に考え実践できる｡

未来創造科で育成を目指す資質・能力は, ｢育成すべき資質・能力の三つの柱｣ である ｢知

識及び技能｣, ｢思考力, 判断力, 表現力等｣, ｢学びに向かう力, 人間性等｣ の観点で次のよう

に捉えられる｡

〇知識及び技能の観点から

総合的な学習の時間の目標における ｢課題に関わる概念を形成し, 探究的な学習のよさを理

解するようにする｣ ことについて, その中身を ｢課題が生じる背景を捉えることができる｣ と

未来創造科では設定している｡ 地域や社会が直面する課題を解決するにあたって, そもそも何

が課題であるのか, その課題にはどのような背景があるのかを理解することを ｢概念形成｣ と

｢理解｣ という二つの側面に分けることで重点化を図っている｡ なお, ｢探究的な学習のよさ｣

の理解については, 未来創造科の学習に取り組む中で必然的に養われるものであると考えたた

めここではあえて明示しないこととした｡

〇思考力, 判断力, 表現力等の観点から

総合的な学習の時間の目標における ｢実社会や実生活の中から問いを見いだし, 自分で課題

を立て, 情報を集め, 整理・分析して, まとめ・表現する｣ ことについては, 未来創造科では

より詳しく ｢地域や社会が直面する課題の解決に向けて問いを立て, その解決に向け, 試行錯

誤し, 探究の成果を地域や社会に対して発信・表現する｣ と設定した｡

この目標は, 未来創造科では児童・生徒が ｢地域や社会が直面する課題の解決に向けて問い

を立てること｣ を常に学習の起点に据えるという原則を示している｡ そして, 児童・生徒は一

人一人で, また時にはグループで, それらの問いに対する自分たちなりの答えを探りながら,
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｢課題の解決に向けて, 試行錯誤｣ することになる｡ このような学習活動では, 総合的な学習

の時間の目標にあるとおり, 児童・生徒は ｢情報を集め, 整理・分析｣ することが当然含まれ

る｡ これに加えて, 未来創造科においては地域や社会が直面する課題の解決を志向することが

前提とされていることから, 児童・生徒はインタビュー調査やフィールドワーク等のより研究

的な実践に取り組んだり, ものづくりやプログラミング等の創造的で具体的な活動に従事した

りすることも想定される｡ また, そのようにして生み出された探究の成果は, 単にまとめ・表

現されるに留まるのではなく, ｢地域や社会に対して発信｣ されることが求められる｡ しばし

ば, 教科等や総合的な学習の時間の学習活動が学級内や校内の発表で終わるという事例が見ら

れる｡ しかし, 未来創造科では, 探究の成果を真正の場で発信し, 地域や専門家等のさまざま

な大人から時に厳しくも聞こえるような現実的なフィードバックを受けながら, 自分の取組の

成果について, その限界を認識しながらもより本物に近づけていくことが期待される｡

〇学びに向かう力, 人間性等の観点から

総合的な学習の時間の目標における ｢互いのよさを生かしながら, 積極的に社会に参画しよ

うとする態度を養う｣ ことについては, 未来創造科では ｢互いのよさを認めたり活かしたりし

ながら, 地域や社会の未来を担うための行動を創造的に考え実践できる｣ と踏み込んだ表現を

用いて書き換えている｡ その趣旨は以下のとおりである｡ まず前段部分の記述は, 児童・生徒

に, (１) 未来創造科での学習を通して一人一人が ｢互いのよさを認める｣ ことの大切さを理

解することに加え, (２) グループや学級といった単位では, 全員で各人の強みを活かせる舞

台を自然に作り出すことができるような, ｢学びの共同体づくり｣ に自ら参画する力の習得を

期待することを表している｡ そして後段部分は, 未来創造科では, 総合的な学習の時間の目標

にある ｢積極的に社会に参画しようとする態度を養う｣ ことに留まらず, 探究活動から学んだ

ことを児童・生徒に ｢自分事｣ として受け止めさせ, 学校生活や学校外での日常生活における

さまざまな行動を創造的に自己調整しようとする態度を育成することを意味している｡

Ⅱ 未来創造科の教育内容の枠組み (教育内容配列表)

目標に定めた資質・能力を育むためのカリキュラム開発を目指し, 本学園ではまず, 前期課

程１, ２年生の ｢生活科｣, 前期課程３年生から後期課程９年生の ｢総合的な学習の時間｣ の

中で従来から扱ってきた教育内容を精査した｡ まず初めに, 未来創造科において子どもたちに

身に付けさせようとしている ｢知識及び技能｣ ｢思考力, 判断力, 表現力等｣ ｢学びに向かう力,

人間性等｣ の各資質・能力の定義を踏まえ, 以下の表１のとおり, 未来創造科において扱うこ

とが相応しいと考えられる教育内容の特徴を特定した｡ その後, これまで生活科や総合的な学

習の時間において扱かわれてきた教育内容について, ｢育てようとしている資質・能力｣ の視

点 (≒実際に評価の際に見取っている ｢観点別評価｣ の視点) と, ｢教育内容・題材｣ の視点

によって記述し, 整理した (表２)｡

上記の共通の視点に基づいて全学年の教育内容の分析を行ったことで, 本学園が11年間にわ

たる未来創造科の中で扱っている探究活動の一覧が得られた｡ その過程では, そのまま未来創

造科の教育内容として扱うことができる活動だけではなく, 内容を一部変更するほうが望まし

いと考えられる活動, あるいは内容はそのままで指導方法を変更したほうがよい活動なども見

つかった｡ 2019年度より, 教育実践を継続しながらこのような方法で教育内容の整理を行い,

2020年度末には未来創造科の11年間の教育内容の全体的な配列がほぼ明らかになった｡
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表１ 未来創造科の教育目標に合致する教育内容の特徴

表２ 教育内容配列表 [一部] (５年生の探究課題 ｢松江の魅力・再発見｣)
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〇 ｢育てようとしている資質・能力｣ ／ ｢観点別評価｣ の視点

【知識及び技能】／【知識・技能】
ａ. 課題の解決に必要となる知識・技能 (問題解決のアプローチ) を身に付ける｡

【思考力・判断力・表現力等】／【思考・判断・表現】
ｂ. 課題が生じる背景を捉える｡
ｃ. 地域や社会が直面する課題の解決に向けて問いを立てる｡
ｄ. 課題の解決に向けて試行錯誤する｡
ｅ. 探究の成果を地域や社会に対して発信・表現する｡

【学びに向かう力, 人間性等】／【主体的に学習に取り組む態度】
ｆ. 互いのよさを認めたり活かしたりする｡
ｇ. 地域や社会の未来を担うための行動を創造的に考え実践する｡

〇 ｢教育内容・題材｣ の視点

ｈ. 地域や社会の未来を担うための行動を創造的に考え実践する｡
ｉ. 社会のあり方を考える｡
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松江の魅力を
•松江の魅力は何だろう。松江の魅力

6 発信するための
「松江の魅力を発見 について探索すことに興味をもつ

゜
しよう」ガイダンス •松江の魅力には何があるか考え、

ガイダンス 調ぺる方法を考える。

・外国の人は松江のことをどう思って
いるんだろう。

・ワールドデーで外国の ・県外県内松江市内の出身地ごとに

方にインタビューする
保護者に分かれてもらいそれぞれに

7 インタビュー調査 インタビューする

゜
・公開授業日に保護者に ・インタビューの仕方を考え、練習する
インタビューする ・インタビューの内容を考える

・インタビューしたことをまとめる。
お互いで発表する。

8 

インタビューの

まとめをし、その
発表し合ったことをさらに

7月に行ったインタビュー活動のまと， 詞査書をもとに めを再度確認しあい、松江旅行に向

゜ ゜゚ ゜松江旅行に
深める けて目的意識を持つ

向けて計画する

'- ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~—, _ 

松江の魅力の インタビューをもとにして松江の魅力

10 
発信の相手意

松江旅行に向けて
の発見、松江の課題面も併せて確認

゜ ゜ ゜
識・目的意識の する。中国の町の様子を教えてもらい

再確認・計画 松江と比較する。計画を立てる。

11 
松江旅行

松江旅行を行う。
•松江旅行を計画して出かける。

◎ 

゜ ゜
体験学習 •松江の魅力を英語でまとめていく。
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表３ R３年度の未来創造科の教育内容の一覧
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表３は各学年の主たる探究活動のみを書き出してまとめたものである｡ 11年間を各学年とい

うステップ (段) として捉えると同時に, 子どもの発達段階に沿った五つの ｢期｣ というスロー

プ (坂) としても捉えることで, 教育内容の短期的, 中・長期的な連続性を担保することを目

指している｡

なお, 未来創造科が設定されたのは本学園の小学校および中学校が義務教育学校となった

2019年度のことであるが, 上述のとおり, 初年度は生活科と総合的な学習の時間の教育内容を

未来創造科の科目の趣旨に沿って部分的にアレンジしながら対応した (実践・子どもの実態を

もとに議論を行うための試行段階)｡ その後, 2020年度, 2021年度とコロナ禍に見舞われたこ

とにより, 未来創造科の教育内容を一部計画から変更して実施することを余儀なくされた (第

五期：８年生の職場体験, ９年生の修学旅行の中止による)｡ そして, この間, 児童生徒たち

が学校外に出かけることが制限されたことと, GIGAスクール構想によって児童生徒の手元に

情報端末が届いたことにより, 複数の学年でいわゆる調べ学習のような教育内容を扱う機会が

急増した｡ その結果, 調べ学習の方法について複数の学年で類似の内容を指導しなくてはなら

ないという事態が発生した (特に2020年度)｡ 突発的な教育内容の変更が求められたことから

やむを得ないところもあったものの, このことにより11年間という長いスパンを持つ未来創造

科において, どの学年で何が, あるいはどのようなスキルが指導されているのか, またさまざ

まな段階 (期, 学年, 時期) における指導事項がその前後の指導事項とどのように関連してい

るのかについて明らかにしておくことの重要性が全校で確認された｡

Ⅲ 未来創造科の評価の枠組み (資質・能力表)

2019年度から2021年度まで, 未来創造科では各学年における探究課題のさまざまな段階, 場

面で子どもたちの学習成果を評価してきた (幼稚園においては実際には日々の見取りであるが,

以下まとめて評価と呼ぶ)｡ しかし, この期間に行っていた評価は各学年がそれぞれの判断で

設定した評価規準に沿って行われていた｡ もちろん観点別評価の三つの観点である ｢知識・技

能｣ ｢思考・判断・表現｣ ｢主体的に学習に取り組む態度｣ に基づいて評価を行うという点は統

一されていたが, 学年ごとに観点の捉えや重みづけが異なるなどし, 11年間を通して見たとき

の評価規準の一貫性が担保されていないという問題があった｡ 別の言い方をするならば, 本学

園が未来創造科の目標として設定した三つの資質・能力が, どの段階で子どもたちにどこまで

身についているのか, あるいはどの段階の学習・指導に課題があるのかについて時間軸に沿っ

て捉えるための評価の枠組みが存在していなかったのである｡ 特に2020年度はコロナ禍の影響

により, 探究課題の内容を急遽大幅に変更して実施することが求められ, 結果として評価規準

も変更後の探究課題に合わせて適宜調整することを余儀なくされた｡ このような状況を目の当

たりにし, たとえ探究活動の内容を変更したとしても変わらない 『各期・学年で養うべき資質・

能力の軸』 の設定の必要性が校内で議論にのぼった｡

本学園研究部では, 以上のような課題意識のもと, 実際に指導にあたっている本学園教員が

未来創造科の目標に掲げられている資質・能力について, 具体的にどのような子どもの姿のイ

メージと関連付けて捉えているのかを探るアンケートを2021年８月に実施した｡ アンケートは

自由記述形式で行い, 本学園教員に, 未来創造科の学びを通して目指す子どもの具体的な姿に

ついて, これまで指導経験を踏まえて思いつくままに書き出してもらった｡
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図２ アンケート記述の結果を分類したもの

アンケートに書き出された子どもの姿を集約したところ, ｢自己理解： (子どもにとって)

自分自身に関すること｣ ｢他者意識：他者とのかかわりに関すること｣ ｢社会参画：社会とのか

かわりに関すること｣ という三つの視点でほぼすべての記述を整理することができた (図２)｡

この結果から, 本学園教員は実際に未来創造科の指導を行い, 子どもたちの活動への取組の様

子を日々観察する中で, 目標に掲げられている三つの資質・能力の高まりを ｢自己理解｣ ｢他

者意識｣ ｢社会参画｣ という三つ視点に基づいて見取ろうとしているという実態が明らかになっ

た｡ また, アンケートの記述を集約する過程において, どの期で指導を行っている教員がどの

視点に関わる記述を挙げているかにも注目して分析したところ (期の設定については表３参照),

第一期から第五期へと学年が上がるにつれ ｢自己理解｣ ⇒ ｢他者意識｣ ⇒ ｢社会参画｣ という

ように記述の重点が変わっていくことが確認された｡ このことは, もともと教育内容の配列の

時点で子どもたちの発達段階を考慮していたことが影響していると考えられ, 各期の教育内容

が当初意図されていた ｢身の回りから社会への広がり｣ や ｢具体から抽象へ｣ という系統性を

踏まえて適切に指導されていることが確認されたと言えよう｡

そして, 以下の表４が, 本学園研究部がアンケート調査の分析結果を踏まえ, 未来創造科の

各期で育成を目指す資質・能力を, ｢自己理解｣ ｢他者意識｣ ｢社会参画｣ という三つの視点に

基づいて子どもたちの具体の姿で書き表したものである｡

第一期から第四期では三つの資質・能力のそれぞれについて, 三つの視点ごとに子供の具体

の姿を ｢～できる｣ ｢～している｣ という語尾を用い, 実態に沿う形で段階づけて記述した｡

これに対して, 第五期については, カリキュラムの最終段階における評価となるため, 未来創

造科の科目としての目標に基づいて三つの視点を包括的に含んだ子どもの姿を記述している｡

なお, ｢学びに向かう力, 人間性等｣ の ｢他者理解｣ の視点の第二期→第三期の部分では例外

的に期をまたいで同じ記述を用いている｡ その理由は, この期における子どもたちに ｢他者理

解｣ という視点から期待される姿に大きな差がないと判断したためである｡ そもそも, この評

価の枠組みを設定する目的は, 各期で求められる能力の差を定義することではなく, あくまで

実際に指導にあたる教員が, 各資質・能力の高まりを子どもの具体の姿から見取る際の視点・

軸を提供することである｡ そのため, 実際の子どもの姿から成長・変化を直接的に見取ること

が難しいと感じられたこの部分については二つの期において同じ記述を用いることとした｡
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自己理解 他者意識 社会参画

・自分を知る, 信じる｡
・自分のよさを知る, 生か

す｡
・自分の可能性を見いだす｡
・自分のやりたいこと,

考えを持つ｡
・自分のくらしをつくる｡
・自分の得意なことを生か

す｡
・粘り強く学ぶ｡
・自律的, 自立的に学ぶ｡
・人任せにしない｡ 等

・社会的なマナー
・伝える力・表現力
・コミュニケーション力
・協力・協働
・アウトプットの力
・聞く力, 聞き取る力
・チームワーク
・他者の考えとの比較,

関連
・多様性を受け入れる

寛容さ 等

・課題発見・解決
・柔軟な発想, アイデア
・実社会の中で自分のでき

ることを見極める｡
・課題の背景をつかむ｡
・問題解決力
・地域の課題を多面的に

捉える｡
等
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表４ 資質・能力表
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この資質・能力表を活用することによって次の三つのことが可能となる｡

第一に, 本学園で未来創造科の授業を実施する教員は, いずれの期・学年の担当であっても,

この資質・能力表の文言を基盤とすることでカリキュラムの趣旨に合致する具体の評価規準を

適切に設定し, 評価を行うこととができる｡ 未来創造科は学校設定科目であるということもあ

り, 本学園に新たに着任した教員が, 指導目標やカリキュラム, 評価規準の設定方法などを網

羅的に理解することは容易なことではない｡ したがって, 持続可能な形で未来創造科を運営し

ていくためにはこの資質・能力表の作成は必須であったと言えよう｡ また, 現在, 多くの学校

で探究学習のカリキュラム作成が進められつつあるが, 資質・能力表は, 他校にとっても参考

にできる一つのモデルとしての価値も持つであろう｡

第二に, 未来創造科のカリキュラムに含まれる探究活動を改善する (活動の一部を別のもの

に差し替える) 際などに, その新たな探究活動がカリキュラムに適しているか否かを判断でき

る｡ 資質・能力表では各期・学年において, 子どもたちに未来創造科での学びを通して身に付

けさせたい資質・能力が細分化され, 段階付けられている｡ そのため, 例えば従来の活動を別

の活動と入れ替える場合などには, それまでの活動で育てようとしてきた資質・能力を, 同等

もしくはそれ以上のレベルで育てることができる見込みがあるかどうかを客観的に検討するこ

とができる｡ 中長期的な見通しを持って未来創造科のカリキュラムのPDCAサイクルを進めて

いく際にもこの資質・能力表が必要になると思われる｡

第三に, 各期・学年で未来創造科の指導にあたっている教員が, 常に ｢『何ができる』 よう

にさせないといけないのか｣ というコンピテンシー・ベースド (Competency-based) な視点

を保つことができるようになる｡ また同時に, ｢今の学習段階｣ を ｢前の学習段階｣, ｢次の学

習段階｣ とのつながりの中で認識することも助ける｡ 従来の ｢『何を教える』 のか｣ という教

育内容の選定と配列によって学習を系統付けようとするコンテンツ・ベースド (Contents-

based) なカリキュラムの限界が世界中で認識されるようになってからすでに久しい２)｡ 前節

で示したような教育内容を教育目標に沿ってまとめたような教育内容配列表のみでは ｢学習内

容の広がり｣ しか捉えることができない｡ 他方, 本節で示した資質・能力表はどの学習段階で

どのような能力を養うのかをまとめており, 言うなれば ｢学習内容の広がり｣ と並走する ｢探

究能力の高まり｣ を示している｡ このような能力・スキル面の発達の軸が明示されることで,

未来創造科において ｢～を教える指導｣ ではなく, ｢～できるようにさせる指導｣ が11年間に

わたって継続的に実施されることが期待できる｡

Ⅳ 未来創造科の学習過程の枠組み (五つの局面ごとに期待する子どもの姿)

ここまで, 未来創造科の教育内容の枠組み, 評価の枠組みについて順に述べてきた｡ 本節で

は, もう一つの学習過程の枠組みの設定について述べる｡ 学習過程の枠組みとは教員が実際に

単元や一時間の指導計画を立てる際に参照することができる枠組みである｡ 各期・学年におい

て, 各教員が, 教育内容配列表に基づいて ｢目標に沿って予め具体的に設定された教育内容を

扱い｣, 資質・能力表を参照しながら ｢探究活動の最終段階で評価するスキルを明確に意識し

ながら指導を行う｣ ことで, ある程度は未来創造科のカリキュラムの体系性を維持することが

できると思われる｡ しかし, 本学園研究部ではこれに加えて, 未来創造科において子どもたち

が経験する探究的な学習過程の質を保障する仕組みが必要であると考えた｡

本学園研究部は, 未来創造科における探究的な学習過程を ｢①課題設定｣ ｢②情報の収集｣

｢③整理・分析｣ ｢④まとめ・表現｣ ｢⑤振り返り・価値づけ｣ という五つの局面で捉えている｡
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以下の表５は, 未来創造科の学習過程と, 小学校学習指導要領解説生活科編 (文部科学省,

2017b) および中学校学習指導要領解説総合的な学習の時間編 (文部科学省, 2017a) で示さ

れている探究的な学習に求められる学習過程との対応をまとめたものである１,３)｡

本学園が設定した未来創造科の学習過程のうち①から④は基本的には総合的な学習の時間お

よび生活科の学習過程の趣旨をそのまま引き継いだものとなっている｡ ⑤については, 第二期

(１年生, ２年生) では生活科における振り返りの場面を意識し, ｢活動を言葉などによって振

り返ったり, 気付きを共有したりする｣ といった捉えであるが, 第三期 (３年生) 以降では総

合的な学習の時間の学習過程の ｢まとめ・表現｣ に加えて, 高等学校学習指導要領解説総合的

な探究の時間 (文部科学省, 2018) に示された学習過程における, 活動の成果への自己評価お

よびそれに基づく探究の自己調整といった概念を含む捉えとなっている４)｡

表５ 学習過程の捉え方

本学園研究部は, この学習過程の枠組みの内容を検討するにあたり, まず初めに, 学習過程

を上記の五つの局面によって捉えるという考え方自体が幼稚園から義務教育学校後期課程の教

員にまで広く受け入れられるかどうかについて確認を行うこととした｡ 具体的には, 2021年12

月の校内研修会においてこの五つの局面の枠組みの趣旨について全体で共有を行い, その後,

質疑応答を行った｡ 続いて全校教員が校種の隔たりを越えて６名程度の小グループに分かれ,

後期課程の教員には最終学年である９年生のそれぞれの局面での実態や, 他校種の教員にはそ

れぞれの局面において９年生に期待する姿を想像して書き出すよう求めた (生データをまとめ

たものはAppendix)｡ 質疑の部分においても, 書き出された文言を見てもさまざまな意見が出

たものの, おおよそこれら五つの局面によって, 未来創造科で学習に取り組んでいる子どもの

姿を捉えることができそうであるということが確認された｡ この結果を受け, 研究部が作成し

た学習過程の枠組みが表６である｡ この表は2022年３月に完成したものであり, 2022年度より

活用される予定である｡ 今後, この枠組みへは運用と平行して適宜修正が加えられていくこと

になるが, この学習過程の枠組みが存在することによって, 未来創造科を指導するすべての教

員が, ある一時間の授業をどのように指導するのかを考える際に, 例えば, 子どもたちを探究
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小学校：
生活科

中学校：
総合的な学習の時間

本学園：
未来創造科

１. 思いや願いをもつ １. 課題の設定
【①課題の設定】
・体験活動などを通して, 課題を設定し課題意識を

もつ

２. 活動や体験をする ２. 情報の収集
【②情報の収集】
・必要な情報を取り出したり収集したりする

３. 感じる・考える ３. 整理・分析
【③整理・分析】
・収集した情報を, 整理したり分析したりして思考

する

４. 表現する・行為する
(伝え合う・振り返る)

４. まとめ・表現
【④まとめ・表現】
・気付きや発見, 自分の考えなどをまとめ, 判断し,

表現する

(高等学校：
総合的な探究の時間
４. まとめ・表現)

【⑤振り返り・価値づけ】
・自ら取り組んだ活動について振り返ったり, 気付

きを共有したり, 続く活動での改善を検討したり
する

�



森下 博之 鶴原 渡 鎌田真由美 錦織 裕介 濱野富由美 河添 達也 御園 真史 深見 俊崇 香川奈緒美 下村 岳人 猫田 英伸

課題にどのように出会わせ, 取り組ませ, 考えをまとめて発信させるのかなどの指導方法上の

具体的な注意点を共有できるようになることは間違いない｡ 子どもたちに, すべての期・学年

の未来創造科において質の高い探究的な学習過程を経験させることが目指される｡

表６ 五つの局面ごとに期待する子どもの姿
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旦戸：：：集身につ10収集::3:：の信憑10課；とめ・衣現

いだ ， 

，活

り

めヽ，

解決での

と

取り組

（）集めた情報の中から， C）集めた情報の中から， C)自分の設定した課起

収集力法を考え，賓 自分の設定した課穎 伝える相Fに応じた の解決につながる話

料，苦籍，インタビュ の解決に結びつくも 効呆的な表現）j法を 動になったか，よりよ

もち，視野を広げて考I--，インタ・ネットな のを選ぶことができ 選択し，まとめること いガ法はないか，白分

どの力紐から適切な る。 ができる。 たちの取り組みにつ

ガ怯を選んで情報収〇思考ツールを川いて いて検証することが

整理・分析し，解決し できる。
しヽて， ア

し， についての

情報や意 感につなげ

に集める できるく9

0自分が集め

報と，

0取り糾んだ活動の価

値を確かめ，課題を修

止したり，新たな諜囮

を発見して追究した

りしよう

0日分の生活経験や休 0191分が尋ねたいこと 0収集した複数の情報〇伝えたい相手を想定10解決に向けて取り組

とから，知っ をはっきりさせて質 の中から伝えたいこ して，伝える方怯を考 んだことが，実際の解

わかっ

れから

疑間に

出す—

に予想を

解決の方法を考え

ながら課題を設定で

0これまでの経験に

づく知識や気づき

ギャップをも

容）考え

る。

0インタ

川いて，

めたことがより

うに内容や O取り糾んだ活動の効

伝え方を工夫したり 果を怖かめ，より良い

見直したりする。 か去を探したり，新し

い課題の解決に向け

て修正したりする。

且lいをもち，これからI合い，新たな気づきをIかに伝えるという目Iを考えられる

活動を方向づ

こむ中で，個々の 0興味のある遊びに向 0燐びの中でめあてに 0蘇びを通して， 191分の遊びに対する満足感を味

あることを見 かう。 向かって試したり，丁← わう。友逹の興味閲心を 191分事とし，友達と~
0学級の友逹と一緒に 夫したりするC I l=i近びや活動を通して満足感を味わう。

0友達の興味のあるこ やってみる。 0自分の考えを伝えた〇次の近びへの意欲や新たなめあて，顧いをもつ。

を知る。 0休験や活動を通して，

感じたり気付いたり



島根大学教育学部附属学園における11年間を通した ｢未来創造科｣ のカリキュラム開発 Ｐ199～213 (2022)

Ⅴ 三つの枠組みの関係のまとめ

未来創造科のカリキュラムの開発に際して, 本学園は以上の三つの枠組みを設定した｡ これ

らの関係を端的にまとめたものが以下の図３である｡

一つ目は教育内容の枠組みとしての教育内容配列表 (表２) である｡ この配列表を用いて具

体の教育内容 (これまでの生活科や未来創造科の各単元等, あるいは現在未来創造科で扱って

いる各単元等) を記述・分析し, 未来創造科の目標に沿った適切な教育内容を精選した｡ 今後

も新たな教育内容を未来創造科に加える際などにはこの教育内容配列表に基づき, 当該内容を

未来創造科で扱うことの適切さについて分析・評価することになる｡

二つ目は評価の枠組みである資質・能力表 (表４) である｡ 資質・能力表は各期において子

どもたちに身に付けさせたい探究能力の高まりを ｢自己理解｣ ｢他者意識｣ ｢社会参画｣ という

三つの視点から, 子どもの具体の姿で記述したものである｡ 本学園で未来創造科の指導にあた

る教員は, この資質・能力表を参照することで各期において生徒に身に付けさせたい三つの資

質・能力をその前後の期との対比で確認することができる｡ 教育内容そのものを指導するので

はなく, 教育内容を通して各期において子どもたちに身に付けさせるべき能力を明確に意識し

た指導を行い, 中長期的な視点に立った適切な評価を行うことが期待される｡ また, 新たな教

育内容を変更する際などには, 教育内容配列表とともに, その活動が当該期に相応しいもので

あるかを検討する基盤としても用いられる｡

三つ目は学習過程の枠組みである五つの局面ごとに期待する子どもの姿のまとめ (表６) で

ある｡ この枠組みは教育内容配列表と資質・能力表の両方に基づいて作成されている｡ 各期に

おいて, 教育内容配列表に示された内容を扱う中で, 資質・能力表に示された力を子どもたち

に育てようとする際に, 五つの学習過程の各局面において子どもたちにどのような学習経験を

保障すること, すなわち子どもたちのどのような姿を引き出す指導が求められるのかという具

体的な指針を示している｡

本学園ではこれまで, 学校設定科目である未来創造科のカリキュラムの整備を３年間にわたっ

て進めてきた｡ そして2021年度末をもって, 本稿で報告したとおり, 一旦そのカリキュラムの
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図３ 未来創造科を支える三つの枠組み

�

一貰性のある
スパイラルな学習過程
（五つの局面ごとに
子どもに期待する姿）

資質・能力の高まり

（資質・能力表）
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弟一助.....,__ ~-;、、 （教育内容配列表）
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整備は完了した｡ 2022年度からはいよいよ本格的に未来創造科のカリキュラム全体の評価の段

階に入っている｡ もちろん, 上記の三つの枠組みを作成する段階でも継続してカリキュラムの

評価・改善は行ってきた｡ しかし, それらはいずれもカリキュラム内の特定の部分について微

視的に行われてきたものであり, 図３に示したような未来創造科の全体構造 (例えば, 各期の

学年設定の適切さや, 学習過程の五つの局面と子どもたちの実態との整合・乖離の程度など)

についての巨視的な評価・改善はまさにこれからの課題である｡ 未来創造科で掲げている教育

目標への子どもたちの到達度を数値で測定することは容易ではないものの, ２～３年の各期の

単位で見たときの子どもの探究活動への取組や成果物の出来映えの変化, あるいは生徒たちの

探究活動への意欲・態度面での変化など, 多様な視点から継続的に児童・生徒の成長の見取り

を進め, 未来創造科の指導と評価についてさらなる改善を進めていきたい｡
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（前期だとやってみる、
らサイクルを回せるとよい、

不要かも。 8年生と 7年生とのつながり、幼もめあてを
もつまえにやってみる）
イメージではなく、明確な桟拠をもとに課蝕設を設定でき
る。（例、人口が少ないから〈←そもそも本当に人口は少
ないの？から〉もっと観光地を！）

・課題だと思う→じつはいいところだった
良いところだと思う心つはそれが課題だったとわかっ

た。
・7→8→9年生、

ここが大宰
生徒投定する課題にパラッキがある。
設定は2h（例 より教音の贄を高めるために…）

・SDGsとの関連
8年でやりたいことをもって 9行生に

識瘍の課題）

全体

ト～ふるさとの明曰を創ろう～ 9 
課題を見つける→こういう活動をしたら解決できるのではないか。

整罪

・たくさんもらった情報を自分たちで

整理できる（整理されたものをもらっ

⑧くく社会とかかわる

・どうしても土語が大人になる
・子ども同土の位値づけならできる？

・情報発信（ポスター、動匝、チラジ）

・自分に合ったスタイルで。




